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いろとりどりの花が山野にけんを競 う花の4月がやってきました。 tみどりと花いっ

ぱい運動」も春とともにいよいよシーズソとなり、 国体めざしてまっしぐら。市内のあ

の町、このnlrで勤きが活発になりました。 家のまわりに、まちの歩道にそ して広場に花 11

苗植えがさかんです。心を豊かにするためにそして国体を花いっぱいで迎えるために、 ! 
この運動をさ らに市民みんなでもりあげま しょう 。 II
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1 0日

1 1日

さくらまつり

15日まで

1 8日

2 8日

2 9日

四

月

の

解

説

四
月
の
和
名
を

「
卯
月
」
(

う
づ
き
)
と
い
い
ま
す
。
「
ぅ

づ
き
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
古

事
記
、
日
本
書
記
、
万
葉
集
な

ど
に
は
、
は
や
く
か
ら
み
ら
れ

ま
す
。俳

譜
歳
時
記
葉
草
と
い
う
本

に
は
、
「
波
流
花

(
う
の
は
な
)

さ
か
り
に
ひ
ら
く
る
故
に
う
の

は
な
月
と
い
う
。
又
略
し
て
卯

月
と
い
う
」
と
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
、
こ

の

呼
び
名
の
由
来
は
、

一
般
的
に

は
卯
の
花
の
咲
く
季
節
が
そ
の

ま
ま
こ
の
月
の
名
と
な
刀
た
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

う
の
花
は
、
日
本
全
国
の
山

野
に
自
生
す
る
う
つ
木
(
空
木
)

に
咲
く
花
で
、
五
月
ご
ろ
に
白

い
か
わ
い
い
五
弁
花
を
咲
か
せ

ま
す
。

も
ち
ろ
ん
陰
暦
で
す
か
ら
、
い

ま
の
五
月
に
あ
た
り
ま
す
。



(2) 

昭
和
四
十
四
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

昭和44年 4月1日

方針を説明
，、'，'、・4、，、.、.、，、 ・

三
月
十
一
日
に
開
会
さ
れ
た
昭
和
四
十
三
年
度
最
終
市
議
会
に
お
い
て
、

松
本
市
長

は
、
昭
和
四
十
四
年
度
の
施
政
方
針
の
あ
ら
ま
し
を
つ
ぎ
の
と
お
り
説
明
し
ま
し
た
。

な
お
、
市
議
会
は
、
総
額
十
六
億
二
百
二
十

一一
万
一
千
円
の
昭
和
四
十
四
年
度

一
般

会
計
当
初
予
算
な
ど
三
十
四
件
を
可
決
し
三
月
二
十
七
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

十
六
億
二
百
二
十

昭和33年4月22日第三種郵便物認可り大村市政だよ

万
一
千
円

二
月
定
例

市
議
会
終
る

高速道路実現に努力の念願

久原団地を建設=道路舗装・排水施設を重点整備

国体<特色を活かし大村会場を成功させたい>

昭
和
四
十
三
年
度
の
最
終
議
会

に
あ
た
り
、
昭
和
四
十
四
年
度
の

施
政
方
針
に
つ
い
て
、
私
の
所
信

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

私
も
就
任
後
、
市
政
運
営
の
た

め
日
夜
努
力
い
た
し
て
お
り
ま
す

が
、
日
が
ま
だ
浅
く
い
ろ
い
ろ
と

ゆ
き
届
か
ぬ
面
も
あ
ろ
う
か
と
存

じ
ま
す
が
、

今
後
ま
す
ま
す
市
民

各
位
の
ご
意
見
ご
希
望
な
ど
を
尊

重
し
、
前
市
長
か
ら
継
承
し
た
事

業
も
含
め
て
積
極
的
に
市
政
と
取

り
く
む
べ
く
決
意
を
新
た
に
い
た

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
卒
温
い

ご
支
援
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

お
蔭
様
を
も
ち
ま
し
て
、
企
業

誘
致
も
い
よ
い
よ
軌
道
に
の
り
つ

つ
あ
り
ま
す
の
で
、
本
証
度
は
さ

ら
に
こ
れ
を
お
し
す
す
め
、
空
港

の
整
備
拡
充
と
あ
わ
せ
て
、

多
年

の
念
顕
で
あ
り
ま
す
高
速
道
路
の ''V、'"、~♂，'，-v、'ー

実
現
に
な
お

一
層
の
努
力
を
い
た

し
た
い
と
存
じ
ま
す。

ま
た
、
住
宅
政
策
も
五
ヶ
年
計

画
四
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
さ
ら

に
本
年
度
よ
り
久
原
団
地
の
建
設

に
と
り
か
か
り
た
い
と
存
じ
て
お

り
ま
す
。

国
民
体
育
大
会
も
い
よ
い
よ
二

百
余
日
に
迫
り
ま
し
た
が
、
本
市

の
特
色
を
十
分
活
か
し
て
、
大
村

会
場
を
立
派
に
成
功
さ
せ
る
よ
う

さ
ら
に
努
力
い
た
し
ま
す
が
、
そ

の
た
め
に
は
、
市
民
か
ら
の
要
望

の
強
い
道
路
の
舗
装
に
つ
い
て
も

舗
装
五
ヶ
年
計
画
に
基
き、

補
助

事
業
単
独
事
業
に
よ
り
実
現
を
は

か
る
べ
く
努
力
す
る
方
針
で
あ
り

あ
わ
せ
て
排
水
施
設
等
を
重
点
的

に
整
備
し
、
ま
た
衛
生
面
に
お
い

て
も
、
清
潔
な
町
づ
く
り
に
全
力

算

を
つ
く
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

予

す

♂
計

教
育
面
に
お
き
ま
し
て
は
、

教
日

4
一品

育
環
境
の
整
備
を
さ
ら
に
促
進
し

一
般

危
険
校
舎
の
解
消
に
つ
と
め
た
い

一

一

と
存
じ
ま
す
。

吋
度

競
艇
事
業
も
新
ス
タ
ン
ド
な
ど

一
年

が
完
成
し、

売
上
成
績
も
向
上
し

一
村

て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
環
境
の

ご

制

整
備
を
は
か
る
と
と
も
に
、

騒
擾

一
昭

事
故
防
止
に
も
万
全
を
期
し
た
い

V

と
存
じ
ま
す
。

一
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費
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日
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出

歳

会

務

生

生

働

水

工

木

防

育

復

債

備

件

害

支

議

総

民

衛

労

農

商

土

消

教

災

公

諸

予

一
般
会
計
の
予
算

大
村
市
の
昭
和
四
十
四
年
度
に

お
け
る
財
政
の
運
営
は
、
基
本
的

に
国
と
同
一

基
調
に
よ
り
重
点
主

義
に
徹
し、

節
度
あ
る
運
営
を
お

こ
な
う
こ
と
と
し
て
編
成
し
て
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
予
算
計
上
に
あ
た
っ
て

は
、
第
二
十
四
回
国
民
体
育
大
会

の
開
催
に
あ
た
り
、
国
体
運
営
施

設
の
完
壁
を
期
す
る
と
と
も
に
、

道
路
の
整
備
、
住
宅
の
建
設
、
義

務
教
育
の
充
実
、
観
光
開
発
、
企

業
誘
致
な
ど
、

伸
展
す
る
市
勢
に

(単位千円)

即
応
し
た
投
資
的
事
業
に
財
源
を

重
点
的
に
配
分
し
、

一
方
経
常
経

費
の
節
減
と
財
源
の
効
率
的
使
用

に
よ
り
健
全
財
政
を
貫
ぬ
き
、
新

規
の
経
費
は、

緊
急
な
も
の
に
限

定
し
て
計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

以
上
の
方
針
に
基
づ
き
編
成
さ

れ
た
昭
和
四
十
四
年
度
一
般
会
計

予
算
の
規
模
は
、
十
六
億
二
百
二

十
一
万
一
千
円
で
、
前
年
度
当
初

に
比
し
、
十
二
、
四
Mm
の
伸
び
で

一
億
七
千
六
百
九
十
二
万
円
の
増

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

1，602，211 計

歳 入

市 税 378，322
自動車取得税交付金 10，350 
固有提供施設等所在 4，484 
市助成交付金

地方 交付 税 367，378
交通安全対策特別交 1，692 
付金

分担金及び負担金 6，726 
使用料及び手数料 43，399 
国 庫 支 出 金 419，401
県 支 出金 35，354
財産収 入 4，322
寄附金 2，182
繰入金 1 
繰越金 1 
諸収入 267，898
市債 60，701

計 1，602，211

可i
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市

民

相

談

室

を

強

化

毎
月
一
回
法
律
相
談
日
を
開
設

マ
マ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
ム

そ
の
他
家
庭
内
の
問
題
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
民
事
家
事
関
係
に
つ
い
て

専
門
的
立
場
で
ご
相
談
を
お
う
け

水
道
料
金
の
集
金
人
が

か
わ
り
ま
す

四
月
八
日
か
ら
、
大
村
地
区
と

西
大
村
地
区
の
う
ち
一
部
の
地
区

の
水
道
料
金
の
集
金
を
、
つ
ぎ
の

① 

;1 
ム

す
る
た
め
に
四
月
か
ら
、

毎
月
一

回
つ
ぎ
の
と
お
り
専
門
家
に
よ
る

法
律
相
談
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
法
律
相
談
開
設
日
時

毎
月
第
三
木
曜
日

午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
(
正
午
か

ら
一
時
ま
で
休
憩
)

マ
場
所
市
役
所
市
民
相
談
室

市
民
の
み
な
さ
ん
の
市
の
行
政

に
つ
い
て
の
要
望
や
苦
情
、

意
見

な
ど
の
ほ
か
、
身
近
か
な
民
事
、

家
事
の
こ
と
に
つ
い
て
の
ご
相
談

を
お
う
け
す
る
た
め
、
昨
年
八
月

に
市
民
相
談
室
を
設
置
し
て
ご
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
な
か
で
、
土
地
、
家
屋、

損
害

賠
償
、
貸
借
金
問
題
、
交
通
事
故

V6令
り
ふ
父
汽
U
0
0
0
ハ
岩
会
八
U
0
0
0

ハ

一帯
湖
続
完
地
検
、

9

ま
で
は
周
囲
約
四
キ
ロ
メ

l
ト

多

良

岳

県

立

公

園

ル

で

、

キ

ャ

ソ

プ

場

、

運
動
場

駐
車
場
を
あ
わ
せ
て
約
四
十
万

野
岳
湖

平
方
メ

ー
ト
ル
あ
り
、
湖
は
四

こ
の
湖
は
、
い
ま
か
ら
約
三
季
を
通
じ
て
満
々
と
水
を
た
た

百
五
年
前
に
捕
鯨
業
を
営
ん
で
え
て
お
り
ま
す
。

い
た
深
沢
儀
太
夫
橘
勝
清
が
、
昭
和
二
十
六
年
四
月
に
多
良

巨
万
の
利
益
を
得
た
の
で
産
業

岳
県
立
公
園
の
一
部
と
し
て
指

を
お
こ
さ
ん
と
し
て
私
財
を
投
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
で
は

じ
て
築
い
た
人
造
湖

で

す

。

貸

テ
ソ
ト
、
毛
布
、
敷
板
、
給

当
時
の
金
で
約
四
千
二
百
両
水
施
設

(
自
動
滅
菌
装
置
付
)

(現
在
の
金
に
し
て
約
一

億
五
洗
場
、
便
所
、
野
外
伊
いl
隣
同

千
万
円
)
を
費
し
た
と
い
わ
れ

炉
、
セ
ン
ト
ラ
ル
ロ
ッ
ヂ
、

運

て
い
ま
す
.
そ
の
ご
た
び
た
び
動
場
な
ど
の
施
設
が
完
備
し
て

増
改
築
工
事
を
お
こ
な
い
、
い

お
り
、
県
内
外
屈
指
の
キ
ャ
ン

人
に
委
託
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
集
金
人
は
、
身
分
証
明

書
を
持
参
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

確
認
の
う
え
お
支
払
い
く
だ
さ
い

け

yvgハ
U
Son
vgonvosnvogぬ

プ
場
と
し
て
年
々
観
光
客
も
増

加
し
、
四
季
を
通
じ
て
キ
ャ
ン

プ
、
ピ
ク
ニ

ッ
ク
、

魚
釣
な
ど

で
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

マ
集
金
人
の
住
所
と
氏
名

大
村
市
下
長
居
通
二
一
八

田
千
鶴
子

裁
判
所
が
新
庁
舎
移
転

四
月
二
日
か
ら
執
務

改
築
中
の
裁
判
所
の
庁
舎
が
完

工
し
、

四
月
二
日
か
ら
つ
ぎ
の
と

お
り
新
庁
舎
で
執
務
し
ま
す
。

マ
所
在
地
東
本
町
二
八
七
番
地

電
話
三
五

O
一
番

:ii百ifill!?l
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武

4月中日曜当番医

サ
カ
サ
ギ
の
卵
を
試
験
的
に
ふ
化

l
J

f
1
1
将
来
は
佐
一
時
に

放
流
し
釣
の
名
所
に
-

市
で
は
、
内
水
面
漁
業
振
興
の
木
に
お
い
て
試
験
的
な
ふ
化
を
お

一
環
と
し
て
、
ワ
カ
サ
ギ
の
卵
百
こ
な
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

万
粒
を
長
野
県
よ
り
取
り
ょ
せ
、

こ

の
ワ
カ
サ
ギ
は
繁
殖
率
が
高

県
水
産
試
験
場
の
協
力
に
よ
り
黒
く
、

釣
で
親
し
ま
れ
て
い
る
冷
水

る

小

学
校
新
入
学
の

一

れ

う

年
生
に
「
黄
色
い
腕
章」

3

り

に

が

贈
ら
れ
ま
す
。

贈

し

こ

れ

は

、

安
田
火
災

、、、A

』

H
h

'刀

1
保
険
会
社
系
列
の
四
社

詰

切

よ
り
交
通
安
全
キ
ヤ
ン

肪
な
。
へ

l
ン
の
一
つ
と
し
て

い
川
ん

黄
色
い
腕
章
を
着
用
す

恰
円
。
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

交

f
E

通
事
故
が
起
き
な
い
よ

う
に
し
、
よ
い
子
自
身
に
も
よ
く

注
意
さ
せ
、
同
時
に
運
転
手
や
父

兄
の
協
力
を
求
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

腕
章
は
、
各
学
校
か
ら
よ
い
子

に
贈
ら
れ
ま
す
の
で
、
必
ら
ず
着

用
さ
せ
て
学
校
に
登
校
す
る
よ
う

に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

大〉

ヰ村〉

草市〉

生
〈を
〈募
〈集

市
で
は
、
四
十
四
年
度
の
奨
学

生
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す

マ
資
格
①
大
村
市
民
ま
た
は
そ

の
子
女
で
高
等
学
校
に
在
学
中

、¥守

性
で
味
の
よ
い

魚
で
す。

ふ
化
は
黒
木

の
適
当
な
場
所

を
選
び
お
こ
な

い
ま
す
が
‘
ふ

化
の
結
果
が
よ

け
れ
ば
飼
づ
け

を
お
こ
な
い
、

あ
る
程
度
成
長

さ
せ
て
萱
瀬
ダ

ム
に
放
流
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
.

こ
れ
が
成
功
し
ま
す
と
、
ワ
カ

サ
ギ
釣
の
名
所
と
し
て
、
ま
た
観

光
大
村
の
名
所
と
し
て
期
待
が
も

た
れ
ま
す
。

の
者
①
品
行
方
正
、
学
業
成

績
優
秀
で
身
体
強
健
な
者

①

経
済
的
理
由
に
よ
り
学
資
の
支

弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
者

マ
貸
与
額
月
額
千
五
百
円

マ
手
続

各
高
等
学
校
ま
た
は
市

教
育
委
員
会
事
務
局
に
備
え
つ

け
の
願
書
に
記
入
の
上
、
各
高

等
学
校
長

へ
提
出
す
る
こ
と
.

マ
募
集
期
間
四
月
十
日
か
ら
四

月
二
十
五
日
ま
で

く
わ
し
い
こ
と
は
教
育
委
員
会

事
務
局

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
.



(4) り大村市政だよ
昭和33年 4月22日第三種郵便物認可昭和44年 4月1日

り
ま
た
は
ム
白紙
を

つ

け

る

こ

と

③

出

品
作
品
の
制
限
と
長
数

組
写
真
は
最
大
作
品
の
大
き
さ
仰
出
品
作
品
は
自
作
未
発
表

を
全
紙
以
下
と
す
る
こ
と

。

に

限

る

。

〔第

六

部

商

業

美

術

部

〕

刷

出

品

点

数

は

各

部

一
人
三

〔第

一
部

洋

画

の

部

〕

西

洋

紙
全
紙
大
と

し

枠

張

り

ま

点

以

内

と

す

る

。

た

だ

し

F
初
号
以
下
と
し
額
縁
に
入
れ
た
は
台
紙
を
つ
け
る
こ
と

。

会

場
の
都
合
に
よ
り
ご
遠

る

こ

と

。

〔

第

七

部

彫
塑

工

芸

部

〕

慮

ね

が

う

こ
と
あ
り
。

〔

第

二

部

日

本

画

の

部

〕

陳

列

に

便

利

で

か

つ

安

全

な

体

①

出

品

手
数
料
出
品
者

一
人
二

二
つ
折
扉
凪
以
下
と
し
表
具
を
裁
に
す
る
こ
と
。

染
色
関
係

の

百

円

納
入
の
こ
と
。

つ

け

る

乙

と

。

も

の

の

大

き

さ

は

二

折

界
風
大

⑤

出

品
作
品
は
、
良
風
美
俗
を

と
く
に
新
人
の
方
も
ふ

る

っ

て

〔

第

三
部

南
画
の
部〕

以
下
と
す
る
こ
と
。

害

し

な

い

範

囲
の
も
の
で
運

出
品
し
て

く

だ

さ

い

。

二

つ
折
扉
風
以
下
と
し
表
具
を
〔
第
八
部
版
画
の
部
〕

営
委
員
会
の
審
議
た
経
て
決

マ
会
場

大
村
市
民
会
館
三
階
大
つ
け
る
こ

と
。

洋

画

の
部
の
体

裁

に

準

ず

る

。

定

す

る

。

会
議
室

〔第

四

部

書

道

の

部

〕

①

出

品

資

格

@

出

品

申

込

期

日

マ
会
期

五
月
二
十
三
日
か
ら
五

画
仙
紙
全
紙
以
下
と
し
表
装
枠

大
村
市
在
住
者

一
般

(
た
だ
し

五
月
十
九
日
午
後
五
時
ま
で

月
二
十

六

日

ま

で

四

日

間

張

り

と

す

る

こ

と。

小
、
中
学
生
は
除
く
)
職

場

が

な

お

、
目
録
作
成
の
た
め
期

マ
出
品
規
定

，

〔
第
五
部

写

真

の

部

〕

大

村

市

に

あ

る

通

勤
者
は
在
住

日

は

厳
守
の
こ
と。

①
出
品
作
品
の
部
門
と
体

裁

印

画
紙
六
切
り
以
上
と
し
枠
張

者

に

準

ず
る
。

①
作
品
搬
入
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z
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注

入

に

い

し

捕

叩

射

防

る

頭

さ

放

は

E

E
予

い

部

1

だ

、
犬

1

、沼

病

て

。

全

一

く

け

い

~

坊

犬

つ

う

は

射

て

つ

な

0

1
狂

飼

よ

犬

注

き

を

の

氾

予

の

を

し

る

円

で

札

札

9

-可

回

犬

ま

い

0

・ρ

鑑

鑑

話

1

。
し

て

0

な

ず

。

ιへ
第

す

た

つ

3

つ

ら

い

〉一

と

ま

い

た

き

で

必

さ

狙

録

い

に

上

つ

も

は

だ

:

登

な

う

以

に

円

ひ

に

く

，と

の

こ

よ

目

頭

0

、
犬

て

S
球

犬

お

る

o

i

1

か

だ

し

j

の

で

す

9

一

2

り

ん

育

壱一

度

程

録

後

録

き

さ

す

飼

〉

年

日

登

生

登

つ

く

が

で

nU
1
4

の

ず

な

射

い

す

た

4

ぎ

ら

犬

料

夫

注

な

ま

;

和

つ

な

象

数

丈

と

し

れ

昭

を

か

対

手

は

録

を

さ

射

は

b
ム

犬

登

飼

獲

第
九
回
大
村
市
美
術
展
覧
会
を
開
催

出
品
申
込
み
五
月
十
九
日
ま
で

毎
年
市
の
行
事
と
し
て
開
催
し

て
い
る
、
大
村
市
民
の
美
術
展
覧

会
を
、
こ
と
し
も
つ
ぎ
の
要
領
で

開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
多
数
の
出
品
を
お
ね
が
い
し
ま

す
。

月 実 施 場 所 | 実 施 時 間

4月 7日I市民会館別館(ホール)I ，~: ~~ - ! ~: ~~ 
大多 武婦人ホーム 13:30 -14:30 

4月 8日|市役所(裏側)I 9:30 -15:30 

l i今 村公 民館 10:0ト 10:30
溝陸 // 11 グ 11:00 -11 :30 

4月 9日 三浦 出張所 13:00-14:00 
農 協 西部支所 i14: 30 -1 5: 00 

岩 松駅前広 場 14:30-15:30

4月11日|西大 村 出張所 I9:30 -15:30 

10:00 -10:30 
黒 小学校前 11:00 -11:30 

4月 14日 萱瀬 出 張 所 13: 00 -1 4: 00 
宮 代 パス 停 14:10 -14:30 
農 協第 1支 所 14:50 -15:30 

|野岳湖バ ス 停 [ル 10:00
4月 15日 東 光 寺公民館前 10:30-11:00

武松 留 路 公民館 11:30 -12:00 
原出張所 13:30-15:30 

4月 16日|竹 松出張所 9:30-15:30 

l諏訪 公 民館 1939~1130
4月 17日 池 田 1/ 1/ 11113:00-14:00 

徴神堂前広場 14:30-15:30 

所 !

所 |

五
月
二
十
一

日
よ
り
五
月
二

十
二
日
正
午
ま
で
に
市
民
会

館
三
階
大
会
議
室
へ
扱
入
す

る
こ
と
。

健

齢
、
お
総
終
戦
終

解

体

材

を

公

売

事
業
課
旧
建
物
の
解
体
材
を
つ

ぎ
の
と
お
り
公
売
し
ま
す
。

マ
公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

マ
現
地
説
明

四

月

八
日
午
後

一

時
か
ら

一
時
三
十
分
ま
で

玖

島
崎
事
業
課

マ
入
札
日
時
と
入
札
場
所

四
月

八
日
午
後
二
時
か
ら
二
時
三
十

分
ま
で
玖
島
崎
事
業
課

マ
入
札
保
証
金

入
札
金
額
の
百

分
の
五
以
上

マ
入
札
物
件

事
業
課
旧
事
務
所

と
便
所
、
旧
投
票
所
と
便
所
、

旧
売
居
、
廃
材

マ
そ
の
他

当
日
は
必
ら
ず
印
か

ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
.

く
わ
し
い
こ
と
は
事
業
課

へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

保

幼
稚
園
教
諭
を
募
集

市
立
幼
稚
園
教
諭
を
欠
員
補
充

の
た
め
つ
ぎ
に
よ
り
募
集
し
ま
す

マ
応
募
資
格
幼
稚
園
教
諭
免
許

所
有
者

マ
提
出
書
類

①
最
終
学
校
成
績

証

明

書

①
履
歴

書

①

幼
稚

村

①
審
査
お
こ
な
わ
な
い

な
お
、
開
催
要
項
を
回
刷
し
て

お
り
ま
す
の
で
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
.

園
免
許
状
写
①
健
康
診
断
書

お
よ
び
レ

ン
ト
ゲ
ン
写
真

マ
書
類
提
出
月
日
四
月
十
日
ま

で
に
教
育
委
員
会

へ
提
出
す
る

こ
と
。

マ
試
験
期
日

四
月
十
五
日

マ
試
験
科
目

学
科

(幼
稚
園
教

育

一
般
)
実
技

(音
楽
体
育
)

面
接

く
わ
し
い
こ
と
は
教
育
委
員
会

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い。

四
月
中
の
実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

圃
七
日
か
ら
十
二
日
ま
で

園
十
四
日
か
ら
十
九
日
ま
で

-
二
十
一

日
か
ら
二
十
六
日
ま
で

【

訂

正

】

三
月
二
十
日
号
を
つ
ぎ
の
と
お

り
訂
E
し
ま
す
。

観
光
地
め
ぐ
り

「
三
域
城
跡
」

の
記
事
中
、
五
万
九
千
九
十
余
柱

を
五
万
九
千
百
九
十
余
柱
に
訂
正

四
月
の
母
子
検
診
の
記
事
の
中

一
部
の
地
区
で
、
四
月
十

一
日
竹

松
出
張
所
九
、

o
o
l一二、
0

0
と
な
っ
て
い
る
の
を
、
九
、

o

o
l一
五
、
一ニ

O
に
、
四
月
十
四

日
三
浪
出
張
所
と
な
っ

て
い
る
の

を
、
三
浦
出
張
所
に
そ
れ
ぞ
れ
訂

正

J 

/ 


